
鹿ノ瀬海域の漁場機能の再評価
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【背景・目的・成果】 瀬戸内海有数の漁場とされている「鹿ノ瀬」海域の漁場機能を再評価しました。
鹿ノ瀬は明石海峡周辺において強潮流により削られた土砂が長い年月をかけて堆積した「砂の山脈」
であり、兵庫県の主要な漁業資源である「イカナゴ」の産卵場･夏眠場として利用されています。鹿ノ瀬
海域の底質環境は、イカナゴの産卵場･夏眠場としての条件が維持されていることが確認されました。

最浅部D.L.-1.9 m

最深部D.L.- 41.5 m

※D.L.は最低水面のことで、海図などで水深を表示するときの基準面です。

北

水深凡例（ｍ）

【鹿ノ瀬海域の海底地形】

【底質分布図】 【海底面の状況】

研究成果紹介
動画サイト

【技術の活用】 兵庫県ではこれからもイカナゴの夏眠場・産卵場としての鹿ノ瀬の環境を保護し、次
の世代へ引き継いでいきます。
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粒度組成（％）

礫（2～75 mm）

粗砂（0.85～2 mm）

中砂（0.25～0.85 mm）

細砂（0.075～0.25 mm）

シルト（0.005～0.075 mm）

粘土（0.005 mm未満）

拡大図


